
１

２

３

４

５

６

７

８

９

　１０

　１１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

　１０

　１１

　
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会

第
3
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
W
G
）
第
4
回
会
合
が
　10

月
　
日
、
経
済
産
業
省
で
行

26
わ
れ
た
。
同
W
G
の
第
2
、

3
回
会
合
議
事
録
が
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。 

　
計
量
標
準
・
標
準
供
給
の

あ
り
方
を
め
ぐ
り
、
第
3
W

G
で
は
関
係
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

今
回
は
研
究
、
分
析
を
行
う

機
関
を
対
象
に
、
環
境
、
医

薬
、
食
品
の
分
野
か
ら
関
係

者
を
招
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
標
準
物
質
や
試
薬

の
使
用
状
況
、
国
際
整
合
化

へ
の
取
り
組
み
を
述
べ
た
。

物
質
と
分
析
の
　
 

い
た
ち
ご
っ
こ
 

　
　
国
立
環
境
研
究
所
柴
田

（独）
康
行
化
学
環
境
研
究
領
域
長

は
、「
環
境
研
究
・
分
析
分
野

に
お
け
る
計
量
標
準
、
国
際

整
合
性
及
び
国
内
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
体
制
に
つ
い
て
の

私
見
」
を
述
べ
た
。 

　
環
境
計
測
の
媒
体
は
、
大

気
、
水
、
土
壌
、
底
質
か
ら

各
種
生
物
試
料
と
幅
広
い
。

ま
た
、
計
測
の
対
象
と
な
る

物
質
も
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
、

P
C
B
、
P
O
P
s
と
増
え

続
け
て
い
る
。
一
方
、
分
析

機
器
も
日
々
進
化
を
遂
げ
、

低
濃
度
で
も
高
精
度
で
分
析

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
環
境
省
の
P
R
T
R

（
化
学
物
質
排
出
移
動
量
届

出
制
度
）
法
対
象
物
質
の
制

定
に
分
析
法
が
追
い
つ
か
な

い
、
と
い
う
現
状
も
あ
る
。

　
環
境
計
測
は
将
来
、
測
定

項
目
の
増
加
、
多
様
化
か
ら

一
斉
分
析
が
拡
大
、
前
処
理

の
簡
略
化
や
分
析
装
置
の
高

感
度
化
、
高
分
離
・
分
解
能

化
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
分
析

の
た
め
に
は
、
適
当
な
濃
度

範
囲
の
標
準
（
混
合
物
質
含

む
）
供
給
、
抽
出
、
前
処
理

検
討
用
標
準
試
料
（
物
質
）

の
供
給
、
捕
集
、
前
処
理
の

省
力
化
、
自
動
化
、
小
型
化

が
望
ま
れ
る
と
し
た
。

臨
床
標
準
化
の
積

極
的
参
画
を

　
日
本
臨
床
検
査
標
準
協
議

会
藤
橋
和
夫
事
務
局
長
、
は

事
業
概
要
を
述
べ
た
。

　
同
会
は
臨
床
検
査
医
学
の

標
準
化
に
関
す
る
協
議
を
行

い
、
積
極
的
に
国
際
標
準
に

働
き
か
け
る
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
臨
床
検
査
の
標
準
化

を
進
め
る
国
際
組
織
・
J
C

T
L
M
の
第
1
回
総
会
が
行

わ
れ
た
の
は
2
0
0
2
年

と
、
歴
史
は
浅
い
。
そ
の
中

で
も
日
本
提
案
の
標
準
物
質

が
J
C
T
L
M
で
承
認
さ
れ

て
い
る
実
績
を
紹
介
し
た
。

　
将
来
へ
の
意
見
と
し
て
、

標
準
品
の
整
備
と
国
際
的
な

対
応
・
リ
ー
ド
、
標
準
品
の

厚
生
労
働
省
で
の
認
知
、
主

要
項
目
で
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
の
確
保
、
健
診
項
目
や

臨
床
検
査
デ
ー
タ
が
有
用
な

　
食
品
分
析
の
国
際
整
合
性

は
、
C
o
d
e
x
（
国
際
食

品
規
格
委
員
会
）
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
整
合
す
る
形
で
C

I
P
M

C
C
Q
M
（
国
際

度
量
衡
委
員
会
物
質
量
諮
問

委
員
会
）
で
も
協
議
が
進
ん

で
い
る
。
食
品
の
輸
出
入
の

規
制
に
係
わ
る
試
験
室
の
条

件
と
し
て
、
適
切
な
技
能
試

験
へ
の
参
加
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
試
験
所
間
の
比
較
を

目
的
と
し
た
国
際
的
技
能
試

験
は
英
国
C
S
L
が
中
心
的

存
在
で
あ
り
、
同
所
も
2
0

0
2
年
度
か
ら
参
加
し
て
い

る
。
国
内
で
は
苛
食
品
薬
品

安
全
セ
ン
タ
ー
が
「
食
品
衛

生
外
部
精
度
管
理
調
査
」
を

実
施
し
て
い
る
。 

　
委
員
か
ら
は
、
日
本
の
レ

ベ
ル
は
優
秀
と
さ
れ
て
い
る

が
、
結
果
を
Z
ス
コ
ア
（
標

準
偏
差
）
で
表
し
て
い
る
こ

と
は
、
結
果
自
体
が
全
体
と

し
て
ず
れ
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
同
一

の
技
能
試
験
の
も
と
で
は
試

料
は
均
一
が
取
れ
て
い
て

も
、
明
確
な
標
準
物
質
が
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
す
る
意
見
が
出
た
。
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新
J
I
S
マ
ー
ク
表
示
制

度
の
登
録
認
証
機
関
で
あ
る

苛
日
本
品
質
保
証
機
構
（
上

田
全
宏
理
事
長
、
以
下
J
Q

A
）
は
　
月
8
日
付
で
、
東

11

陶
機
器
珂
（
T
O
T
O
）
衛

陶
生
産
本
部
（
福
岡
県
北
九

州
市
）
に
対
し
て
認
証
を

行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
東
陶

機
器
は
、
今
年
　
月
か
ら
ス

10

タ
ー
ト
し
た
新
制
度
に
基
づ

く
初
の
新
J
I
S
マ
ー
ク
認

証
取
得
事
業
者
と
な
っ
た
。 

　
従
来
の
J
I
S
マ
ー
ク
制

度
は
国
が
製
造
工
場
を
認
定

し
て
い
た
が
、
新
制
度
は
、

国
の
登
録
を
受
け
た
民
間
の

第
三
者
認
証
機
関
（
登
録
認

証
機
関
）
が
製
品
そ
の
も
の

を
認
証
す
る
。 

　
登
録
認
証
機
関
の
登
録
に

あ
た
っ
て
は
、
国
に
よ
る
認

証
能
力
の
調
査
が
実
施
さ
れ

る
。
J
Q
A
は
、
自
身
の
工

場
審
査
能
力
を
実
証
す
る
た

め
、
国
の
審
査
官
立
ち
会
い

の
も
と
、
品
質
管
理
体
制
の

審
査
を
9
月
に
東
陶
機
器
小

倉
第
一
工
場
で
実
施
。
そ
の

工
場
審
査
結
果
の
活
用
と
、

さ
ら
に
J
Q
A
が
認
証
機
関

と
し
て
登
録
さ
れ
た
後
、
製

品
の
J
I
S
規
格
へ
の
適
合

性
試
験
な
ど
認
証
に
必
要
な

手
続
き
が
完
了
し
、
今
回
の

第
一
号
認
証
と
な
っ
た
。

　
J
Q
A
で
は
、
認
証
サ
ー

ビ
ス
を
通
じ
、
市
場
に
お
け

る
新
J
I
S
マ
ー
ク
の
信
頼

性
確
保
と
定
着
に
努
め
た
い

と
し
て
い
る
。 

　
認
証
の
内
容
は
以
下
の
と

お
り
。

▽
認
証
取
得
者
名
＝
東
陶
機

器
珂
衛
陶
生
産
本
部
▽
認
証

番
号
＝
J
Q
0
8
0
5
0
0

1
▽
認
証
に
係
る
工
場
＝
東

陶
機
器
珂
小
倉
第
一
工
場
▽

適
用
J
I
S
規
格
＝
J
I
S

A
5
2
0
7
衛
生
陶
器
▽
認

証
製
品
＝
大
便
器
、
節
水
形

大
便
器
、
洗
浄
タ
ン
ク
、
小

便
器
、
洗
面
器
及
び
手
洗
器

の
6
種
類
の
製
品
 

叙
勲
受
章
者
紹
介

【
旭
日
小
綬
章
】

入
江
 照
四
 氏

（
い
り
え
・
し
ょ
う
じ
）
日

本
科
学
機
器
団
体
連
合
会
会

長
▽
1
9
3
3
（
昭
和
8
）

年
3
月
　
日
生
▽
　
年
3
月

28

55

東
京
薬
科
大
学
卒
▽
同
年
4

月
㈱
入
江
製
作
所
入
社
▽
　68

年
5
月
同
社
代
表
取
締
役
社

長
▽
2
0
0
5
年
1
月
入
江

㈱
（
㈱
入
江
製
作
所
社
名
改

称
）
代
表
取
締
役
社
長
▽
　68

年
6
月
日
本
科
学
機
器
団
体

連
合
会
理
事
▽
　
年
6
月
同

74

会
副
会
長
▽
　
年
6
月
同
会

92

会
長
▽
　
年
1
月
東
京
科
学

63

機
器
協
会
理
事
▽
　
年
6
月

74

同
会
副
理
事
長
▽
　
年
6
月

92

同
会
理
事
長
▽
　
年
5
月
花

85

東
京
都
計
量
協
会
理
事
▽
　01

年
5
月
同
会
常
任
理
事
▽
　03

年
5
月
同
会
副
会
長
▽
　
年
63

東
京
医
理
硝
協
会
理
事
▽
　77

年
4
月
同
会
副
理
事
長
▽
　93

年
4
月
同
会
理
事
長
▽
　
年
97

　
月
苛
日
本
発
明
振
興
協
会

11評
議
員
▽
　
年
4
月
花
日
本

92

橋
法
人
会
本
町
四
丁
目
副
支

部
長
▽
　
年
　
月
㈱
日
本
工

04

12

業
新
聞
社
先
端
技
術
大
賞
審

査
委
員

◇
受
賞
歴
＝
▽
　
年
6
月
東

83

京
都
生
活
文
化
局
長
感
謝
状

受
賞
（
計
量
関
係
功
労
）
▽

　
年
9
月
紺
綬
褒
章
▽
　
年

97

98

　
月
東
京
都
知
事
表
彰
（
中

10小
企
業
功
労
）　
年
6
月
通

00

商
産
業
大
臣
表
彰

主
な
功
績

1
．
業
界
の
発
展
に
尽
く
し

た
功
績
﹇
団
体
の
功
績
﹈

◇
わ
が
国
の
科
学
技
術
の
進

歩
・
発
展
に
寄
与
＝
▽
ア
ジ

ア
最
大
規
模
の
科
学
機
器
展

「
全
日
本
科
学
機
器
展
」
を

主
催
▽
「
科
学
機
器
総
覧
」

の
発
行
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
情
報
の
提
供
▽
会
誌

「
科
学
機
器
」
発
行
及
び
情

報
の
提
供
並
び
に
会
員
企
業

の
交
流
を
促
進
▽
I
T
化
を

推
進
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
、
関
係
省
庁
と
業
界
及
び

ユ
ー
ザ
ー
と
の
接
点
を
強
化

◇
科
学
機
器
業
界
の
国
際
化

を
推
進
＝
▽
科
学
機
器
輸
入

促
進
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
欧
米
に

派
遣
し
成
果
を
挙
げ
、
科
学

機
器
の
輸
出
入
振
興
を
推
進

▽
A
S
I
C
会
議
（
ア
ジ
ア

科
学
機
器
業
界
団
体
会
議
）

を
開
催
。
製
品
及
び
技
術
情

報
の
交
換
と
交
流
を
重
ね
ア

ジ
ア
地
域
に
お
け
る
科
学
機

器
産
業
の
発
展
に
寄
与

◇
新
時
代
の
経
営
者
と
し
て

の
素
養
の
研
錬
の
た
め
、
全

国
各
地
区
に
二
世
会
（
S
J

C
、
Y
E
S
）
を
立
ち
上
げ
、

人
材
の
育
成
に
尽
力

◇
連
合
会
会
長
と
し
て
社
会

貢
献
の
重
要
性
を
一
貫
し
て

説
き
、
積
極
的
な
支
援
活
動

に
努
め
、
義
捐
活
動
な
ど
を

通
じ
国
内
及
び
海
外
の
震
災

支
援
な
ど
に
尽
力
。
ま
た
、

連
合
会
グ
ル
ー
プ
保
険
制
度

を
設
立
、
会
員
企
業
の
厚
生

面
で
大
き
な
成
果
を
収
め
る

2
．
事
業
の
発
展
に
尽
く
し

た
功
績
﹇
企
業
の
功
績
﹈

◇
半
導
体
ウ
ェ
ハ
ー
製
造
シ

ス
テ
ム
の
洗
浄
装
置
や
ウ
ェ

ハ
ー
回
路
焼
付
用
感
光
液
塗

布
ポ
ン
プ
な
ど
を
共
同
開

発
。
半
導
体
工
業
の
技
術
革

新
に
尽
力

◇
メ
ー
カ
ー
と
の
技
術
協
力

を
推
進
、
輝
度
計
や
分
光
放

射
計
の
品
揃
え
を
実
現
。
フ

ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
（
F
P
D
）
産
業
の
品
質

管
理
に
寄
与

◇
新
幹
線
高
架
橋
の
振
動
測

定
や
構
造
物
の
耐
震
測
定
用

の
C
C
D
非
接
触
振
動
測
定

器
な
ど
最
先
端
技
術
の
共
同

開
発
に
寄
与

◇
ユ
ー
ザ
ー
密
着
タ
イ
プ
の

拠
点
を
設
立
し
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
確
立
、
新
技
術
分
野
の

革
新
に
貢
献

3
．
そ
の
他
の
功
績

◇
東
京
科
学
機
器
協
会
役
員

と
し
て
東
京
科
学
機
器
協
会

の
発
展
と
会
員
企
業
の
指

導
・
育
成
に
貢
献
、
会
員
企

業
の
人
材
育
成
に
尽
力

◇
そ
の
他
、
花
東
京
都
計
量

協
会
・
苛
日
本
発
明
振
興
協

会
・
花
日
本
橋
法
人
会
な
ど

の
役
員
と
し
て
尽
力

【11月 13日】▽過去の『今日の計量新報ニュー
ス』<TODAY>▽〈理化学研究所〉二次元的分
子ナノワイヤー形成が世界初で可能に▽〈環境
省〉第１回全国エコツーリズム推進セミナー「エ
コツアーをはじめよう、ひろげよう」を開催▽
〈東京都〉住宅着工統計（2005年 9月及び 2005
年第 3四半期の新設住宅着工）▽〈横河電機〉2006
年 3月期中間配当に関する取締役会決議
<しばらく掲載>
▽〈東科協〉2007/2008 科学機器総覧 (第20版）
掲 載 募 集 予 告 ▽〈オ ム ロ ン〉64Bit OS
（Windows/Linux）対応 オムロン無停電電源装
置 (UPS)用 自 動 シ ャ ッ ト ダ ウ ン ソ フ ト 
「PowerAct Pro」/「UPSサービスドライバ」の
無償ダウンロード開始▽〈経産省〉平成 17年秋
の褒章受章者について▽〈経産省〉原油価格上昇
の影響に関する調査結果▽〈アタゴ〉日本経済新
聞 『拓く創造企業』 に掲載されました▽〈産総
研〉未来との出会いの場「明日の技術展」▽〈朝
日〉九州電力が越境給電～広島のジャスコに 11
月から▽〈経産省〉生産動態統計・機械統計速報
（2005年 9月分）▽〈テルモ〉ハリケーン「カ
トリーナ」の被災地に向け医療機器、マッチング
ギフトなど、1,500 万円相当を寄贈▽〈経産省〉
マイカップ自販機の設置について▽〈朝日〉第3次
小泉改造内閣が発足～実務型、外交路線は継続▽
〈日本学術会議〉共同主催国際会議（参加者募集
要項）を更新▽〈日本包装機械工業会〉 日本国際

包装機械展来場者数を公開いたしました▽〈ニコ
ン〉「北海道大学ニコンイメージングセンター」
の開設について▽〈経産省〉CDMプロジェクト
政府承認審査結果について▽〈厚労省〉毎月勤労
統計調査2005年9月分結果速報及び05年夏季賞
与の結果（確報）▽〈朝日〉環境税導入は「慎重
に」、経産省次官▽〈経産省〉平成 17年度計量記
念日全国大会について▽〈日本学術会議〉共同主
催国際会議（参加者募集要項）を更新▽〈日工会〉
工作機械の輸出許可申請手続講習会開催のご案
内▽〈寺岡精工〉飲食店向け統合マネジメントシ
ステム『Delious』（デリオス )▽〈NITE〉「計測
標準フォーラム第3回合同講演会」のご案内▽〈東
科協〉全日本科学機器展が大きく変わります！▽
〈産総研〉微粒子強度測定装置を開発▽〈島津製
作所〉12/7 ～ 9「SEMICON JAPAN 2005」出展
のご案内▽〈厚労省〉「Skills Japan シンポジウム
～ものづくり立国・日本の再生をめざして」の開
催について▽〈文科省〉第 4回「はかるくん博士
大募集！」受賞作品発表について▽〈東京都〉2005
年東京都ベンチャー技術大賞受賞企業について
▽〈東科協〉PITTCON2006 研修ツアー▽〈アン
リツ〉データクオリティアナライザ MD1230B▽
〈トプコン〉グッドデザイン賞受賞のお知らせ▽
〈厚労省〉第 4回家庭用の医療機器等の販売管理
者制度等のあり方に関する検討会議事録▽〈イシ
ダ〉スケールレジスター「NSR-acro」▽〈計工
連〉型式承認の更新手続きのご案内

新
J
I
S
マ
ー
ク
第
一
号
を
認
証
 

T
O
T
O
小
倉
工
場
に

JQA

疾
患
群
と
個
人
の
正
常
値
な

ど
、
臨
床
検
査
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
を
挙
げ
た
。

難
し
い
食
の
安
全
担
保

　
国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研

究
所
松
田
り
え
子
食
品
部
第

4
室
長
は
、
食
物
ア
レ
ル
ゲ

ン
分
析
の
現
状
を
述
べ
た
。

　
表
示
を
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
ア
レ
ル
ギ
ー
食
品（
卵
、

牛
乳
、
小
麦
、
そ
ば
、
落
花

生
）
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

標
準
液
を
作
成
し
て
い
る

が
、国
際
的
な
標
準
が
な
く
、

比
較
が
で
き
な
い
。
農
薬
等

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度

実
施
に
必
要
な
標
準
品
の
数

が
7
0
0
種
以
上
に
増
加

し
、
必
要
な
純
度
の
標
準
品

が
入
手
で
き
な
い
。
ま
た
、

標
準
物
質
も
規
格
が
曖
昧
で

あ
る
、
と
い
っ
た
点
を
当
面

の
問
題
に
挙
げ
た
。 

　
食
品
分
析
の
信
頼
性
確
保

に
お
け
る
要
求
事
項
に
妥
当

性
確
認（
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
）

が
あ
る
が
、
こ
の
真
度
、
不

確
か
さ
を
求
め
る
際
に
必
要

な
認
証
標
準
物
質
の
種
類
が

少
な
い
。
分
析
対
象
や
マ
ト

リ
ク
ス
の
多
様
性
ゆ
え
、
食

品
分
析
に
お
い
て
は
、
目
的

に
あ
っ
た
標
準
試
料
が
利
用

で
き
な
い
点
も
指
摘
し
た
。 

試
験
所
の
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ

　
　
食
品
総
合
研
究
所
安
井

（独）
明
美
分
析
科
学
部
長
は
「
食

品
分
析
に
お
け
る
国
際
整
合

性
の
確
保
」
と
し
て
、
主
に

試
験
所
に
お
け
る
技
能
試
験

を
中
心
に
説
明
し
た
。

第
3
W
G
第
4
回
会
合
開
く

分
析
対
象
の
広
が
り
に
対
し
標
準
物
質
の
整
備
が
急
務


